










































『 通常物懸圖教授法（ 明治一一年） 』 の 語彙とその 性格
 



















































ていない。よって、前稿までの資料との対比ができないが、 「器財」に分類されるものが、 （後述の共通に掲出される語との対照を通しても）多いと言える。 （なお、 によって、分類が異な











































































































































































































































































































の性格付けが進んだ。それとともに、どの資料にも共通して取り上げられている語彙の絞込みが行われることとなった。すなわち、当時、 「通常物」と目さ たもの 基本語彙で る
 
本稿執筆中に、前稿で予告した資料（ 『通常物必要図解』 （明

















拙稿「 『通常物図解便覧』 （明治九年）の語彙とその性格――付、語彙索引」 『 海』一八 上田女子短期大学国語国文学会二〇〇二・三）
 





               
 
 
